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北
海
道
弟
子
屈
高
等
学
校

町
内
唯
一
の
高
等
学
校
と
し
て

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
の
開
校
か
ら
70
年
を
迎
え

７
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た

同
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え

地
域
の
支
援
に
も
支
え
ら
れ

生
徒
は
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

70
周
年
を
迎
え
た
「
今
の
弟
子
屈
高
校
、
こ
れ
か
ら
の
弟
子
屈
高
校
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

今
の
弟
高
、こ
れ
か
ら
の
弟
高

こ
れ
ま
で
の
歩
み

歴 

史

校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

作
詞　

小 

田　

観 

蛍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
作
曲　

小 

泉　

正 

松

一　

高
澄
む
朝
空　

か
が
や
く
日
か
げ

　
　

生
気
の
あ
ふ
る
る　

眉
根
を
上
げ
て

　
　

希
望
は
遙
け
し　

自
主
持
つ
一
路

　
　

き
た
ふ
る
か
ら
だ
に　

知
徳
を
磨
く

　
　

学
び
舎
弟
子
屈　

励
ま
む
い
ざ
や

二　

そ
び
ゆ
る
摩
周
は　

心
の
高
嶺

　
　

並
み
立
つ
山
　々

真
昼
を
し
づ
め

　
　

嶮け
わ

し
き
岩
根
も　

お
ど
ろ
の
道
も

　
　

正
し
き
志
向
に　

踏
み
分
け
行
か
む

　
　

学
び
舎
弟
子
屈　

い
そ
し
め
い
ざ
や

三　

め
ぐ
れ
る
大
湖
に　

北
斗
は
斜
め

　
　

自
然
の
恵
み
は　

郷
土
の
ほ
こ
り

　
　

柏
の
林
に　

春
秋
過
ぎ
て

　
　

美
は
こ
れ
北
国　

そ
れ
さ
へ
試
練

　
　

学
び
舎
弟
子
屈　

努
め
む
い
ざ
や

弟
子
屈
高
等
学
校
創
立
70
周
年

▼
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
）

　

 

北
海
道
庁
立
標
茶
農
業
高
等
学
校
弟

子
屈
分
校
と
し
て
設
置
（
定
時
制
）

▼ 

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

　

 

北
海
道
立
弟
子
屈
高
等
学
校
と
し
て

独
立

▼
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）

　

校
舎
落
成

▼
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）

　

 

校
旗
を
制
定

▼
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）

　

 

全
日
制
課
程
併
置

▼
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）

　

道
立
へ
移
管

　

校
歌
制
定

▼
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）

　

第
１
回
強
歩
遠
足
（
１
年
生
の
み
）

▼
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）

　

強
歩
遠
足
全
校
行
事
に
な
る

▼
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）

　

定
時
制
閉
課

▼
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）

　

新
校
舎
落
成
（
現
校
舎
）

▼
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）

　

校
訓
を
制
定

▼
１
９
９
８
年
（
平
成
10
）

　

 

弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え
る
会
設
立

　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

▼
２
０
１
８
年
（
平
成
30
）

　

創
立
70
周
年

校章（1956年４月16日制定）
十字に組んだクマザサは、北辺の風土に根強く静かに

生きる生命と質実剛健な気風

を表します。四方に校運の発展

を期するとともに、各葉がそれ

ぞれ「知」「情」「意」「体」の均衡

ある成長を目指すことを表現。

葉元にローマ字の「Ｔ」を４個配

して、校名を表しました。

校訓（1997年10月25日制定）

自彊不息（じきょうしてやまず）
たゆまず自ら鍛錬に励み、たくましく生きる。
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こ

ま
で
の
歩
み

こ
れ
ま
で
の
歩
み

▼▼
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
）

北
海
道
庁
立
標
茶
農
業
高
等
学
校
弟

子
屈
分
校
と
し
て
設
置
（
定
時
制
）

▼▼
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

北
海
道
立
弟
子
屈
高
等
学
校
と
し
て

独
立

▼▼
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）

校
舎
落
成

▼▼
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）

校
旗
を
制
定

▼▼
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）

全
日
制
課
程
併
置

▼▼
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）

道
立
へ
移
管

校
歌
制
定

▼▼
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）

第
１
回
強
歩
遠
足
（
１
年
生
の
み
）

▼▼
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）

強
歩
遠
足
全
校
行
事
に
な
る

▼▼
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）

定
時
制
閉
課

▼▼
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）

新
校
舎
落
成
（
現
校
舎
）

▼▼
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）

校
訓
を
制
定

▼▼
１
９
９
８
年
（
平
成
10
）

弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え
る
会
設
立

創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

▼▼
２
０
１
８
年
（
平
成
30
）

創
立
創
立
770
周
年
周
年
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充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア

学
習
に
よ
る

高
い
進
学
・
就
職
率

　
「
弟
子
屈
高
校
に
入
学
し

て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
？
」
生
徒
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
る

と
、
学
年
を
問
わ
ず
返
っ
て
く
る
答
え
。

「
進
路
指
導
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
す
」

　

同
校
の
特
徴
が
「
キ
ャ
リ
ア
学
習
」。

キ
ャ
リ
ア
学
習
と
は
、
将
来
の
自
分
を
考

え
る
授
業
。自
分
は
ど
ん
な
仕
事
に
つ
き

た
い
の
か
、
自
分
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
向

い
て
い
る
の
か
、
世
の
中
に
は
ど
ん
な
仕

事
が
あ
る
の
か
…
。こ
う
し
た
こ
と
を
一

人
ひ
と
り
が
考
え
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
で
、生
徒
は
将
来
の
就
職
先
・
進
学
先
を

的
確
に
見
極
め
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。２
間
口
の
高
校
と
し
て
は
、

全
道
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
進
学
率
・
就
職
率
と

な
っ
て
お
り
、
大
学
へ
の
推
薦
枠
も
多
く
、

進
学
し
や
す
い
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

▼
キ
ャ
リ
ア
学
習
の
内
容


職
業
を
知
る


仕
事
分
析
・
自
己
分

　

析
の
方
法
を
学
ぶ


適
性
診
断
の
方
法
を

　

学
ぶ

 

釧
路
市
内
の
大
学
の

見
学
、
大
学
や
専
門

学
校
か
ら
講
師
を
招

く
体
験
授
業


職
場
見
学
、
町
内
企

　

業
で
の
職
場
実
習

●
職
場
実
習
●

　

毎
年
、２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。「
働
く
と
い
う
こ
と
」「
職
場
」「
職
業

人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
」を
学
び
、進

路
選
択
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
。生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
は「
仕
事
の
楽
し
さ
や
大

変
さ
を
学
ん
だ
」「
社
会
に
貢
献
す
る
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
大
学
見
学
●

　

毎
年
、
１
年
生
を
対
象
に
実
施
。大
学

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大

学
で
は
弟
子
屈
高
校
出
身
の
学
生
の
講

話
や
模
擬
講
義
を
体
験
。将
来
の
社
会
人

と
し
て
の
資
質
に
つ
い
て
も
学
び
、
適
切

な
進
路
選
択
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

●
面
接
指
導
・
講
話
●

　

就
職
試
験
な
ど
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
面
接
。面
接
指
導
は
同
校
の
全
教
員

が
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
弟
子
屈
町
商
工

会
な
ど
の
皆
さ
ん
を
外
部
講
師
と
し
て

招
き
、
模
擬
面
接
指
導
や
講
話
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。本
番
同
様
の
緊
張
感
を
体

験
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
課
題
を
確
認

で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
実
な
学
力
向
上
を
目
指
し

　

キ
ャ
リ
ア
学
習
で
明
確
に
し
た
自
分

の
進
路
。そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
確
か

で
豊
か
な
学
び
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
コ
ー
ス
制
●

　

同
校
で
は「
コ
ー
ス
制
」を
導
入
。

　

２
年
生
か
ら
、α
コ
ー
ス（
大
学
・
短
期

大
学
・
看
護
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
）、β

（
公
務
員
・
就
職
、専
門
学
校
へ
の
進
学
を

希
望
）の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、進
路
に
応

じ
た
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。希
望
す
る

進
路
に
必
要
な
選
択
科
目
が
多
数
用
意

さ
れ
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
同
じ
進
路
志
望
の
生
徒
同
士
が

お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
高
め
合
え
る

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

●
習
熟
度
別
授
業
●

　

同
校
で
は
、
数
学
と
英
語
の
２
教
科
で

「
習
熟
度
別
授
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
学
年
の
生
徒
が
「
発
展
」「
標
準
」
の

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
授
業
を
受
け
、
苦

手
の
克
服
と
得
意
分
野
を
極
め
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
英
語
指
導
●

　

同
校
の
英
語
授
業
は
、
全
て
英
語
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。、
同
校
で
は
、
２
人
の
英

語
教
諭
と
、
町
や
釧
路
教
育
局
か
ら
派
遣

さ
れ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
協
力
し
な
が
ら
、
全
て

英
語
で
の
授
業
を
実
現
。生
徒
は
英
語
を

聴
く
力
と
、
生
き
た
英
語
力
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。

● 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
進

路
実
現
と
学
び
直
し
を
●

　

今
年
度
よ
り
大
手
出
版
社
の
学
習
支

援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
最
先

端
の
動
画
授
業
を
視
聴
し
て
い
ま
す
。大

学
や
看
護
学
校
受
験
に
対
応
す
る
ほ
か
、

基
礎
基
本
の
学
び
な
お
し
に
つ
い
て
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
よ
く
知
る
た
め

　

同
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

ふ
る
さ
と
弟
子
屈
町
へ
の
理
解
を
深
め
、

ま
ち
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
方
法
を
探

る
こ
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
な
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
弟
子
屈
探
究
●

　

今
年
か
ら
新
た
な
学
校
設
定
科
目
「
弟

子
屈
探
究
」が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
の
歴
史
や
自
然
、
文
化
、
産
業

な
ど
を
包
括
的
に
学
び
、
地
域
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
。自
然
散

策
や
カ
ヌ
ー
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
年
度

末
に
は
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
●

　

同
校
で
は
毎
年
、３
年
生
が
神
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
「
全
国
高
等
学
校
観
光
選
手
権
」

出
場
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。弟
子
屈
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
考
案

し
た
地
元
の
観
光
プ
ラ
ン
を
競
い
ま
す
。

３年

樋
ひ

 口
ぐち

  竜
た つ

 希
き

 君
（βコース）

職場体験が進路希望の決め手に
　弟子屈高校への進学は、中学校のと

きに行った壁新聞の取材がきっかけ

でした。取材を通して、弟子屈高校の

進路指導の内容を知ることができ、就

職希望だった自分に最適な進路を選

べたと思います。高校２年のときに

は、実際に職場体験もでき、進路決定

にすごく役立ちました。

　部活動は、バトミントンやテニス部

に所属し、人数は少ないながらも、一

生懸命することができました。

３年

山
やま

 本
も と

  彩
あ や

 香
か

 さん
（βコース）

進路決定に柔軟に対応してくれた
　元々は専門学校を希望しβコースを

選択していたが、さまざまなキャリア

学習を行う中、進学希望の学校の情報

や、先生方のアドバイスもあり、大学に

進学する気持ちが強くなり、βコース

ではあるものの、αコースの内容を放

課後にフォローしてもらうなど、柔軟

に対応してもらうことができていま

す。先生方にはすごく感謝しています。

　学校生活では、生徒会活動を通して

充実した高校生活を過ごしています。

２年

森
もり

 内
う ち

 ひなの さん
（βコース）

弟高祭のアトラクションに憧れて
　高校入学前に、弟高祭のアトラク

ションを見たり、学校訪問をして、弟

子屈高校に進学しようと思うように

なりました。高校の勉強は、中学まで

とは違い専門的な授業もあり、不安な

点もあるとは思いますが、先生たちの

熱心な指導もあるので、安心して入学

してほしいです。

　進路についても、先生方の手厚いサ

ポートがあるので、進路に迷っても安

心して相談できます。

２年

原
はら

 田
だ

  愛
めぐみ

 さん
（βコース）

川湯からの進学 不安もすぐに解消できた
　川湯中学校から進学しました。川湯

と比べると大きな学校だったので、少

し不安もありましたが、先生や先輩か

らのアドバイスもあり、積極的になる

ことで高校生活に慣れることができ

ました。

　２年生から生徒会活動をはじめて、

行事の準備など、たいへんなことも

ありますが、充実した高校生活を過ご

せています。今後はキャリア学習を通

し、進路決定に向けてがんばりたい。

　

同
校
で
は
、部
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、テ
ニ
ス
部
の
男
子
・
女
子
と
も
に
、シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
で
全
道
大
会
に
出
場
。陸
上
部
か
ら
も
全
道
大
会

に
出
場
す
る
な
ど
、め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。そ
の

他
の
部
活
動
も
少
人
数
な
が
ら
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

陸上部（北風選手らと） テニス部

クッキング部 吹奏楽部

僕らの
スクール
ライフ

今の弟高、これからの弟高

部活動

バレー部野球部

今の
弟高

　

同
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
生
徒
の

確
実
・
着
実
な
学
力
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

平成29年度卒業生進路状況（45人）

国公立大学／ 北海道教育大学釧路校・釧路
公立大学

私立大学／ 北海道医療大学・日本医療大学・
札幌保健医療大学・北翔大学・國
學院大學北海道短期大学部

【進学】 ４年制大学／９人・短期大学／１人・
看護学校／１人・専門学校／13人

【就職】公務員／10人・民間企業／11人
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今の弟高、これからの弟高

宮 﨑　円 校長

少
人
数
な
ら
で
は
の
進
路
指
導

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
光
を

　

４
月
に
着
任
し
た
校
長
の
宮
﨑
で
す
。

　

弟
子
屈
高
校
に
赴
任
し
数
カ
月
で
す

が
、本
校
の
生
徒
は
、日
常
生
活
に
お
い

て
は
、非
常
に
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
、

行
事
な
ど
が
行
れ
る
時
に
は
、
そ
の
成

功
に
向
か
い
情
熱
を
爆
発
さ
せ
、
一
生

懸
命
頑
張
れ
る
と
い
う
一
面
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。学
習
面
に
お
い

て
は
、昨
年
度
も
、４
年
制
の
大
学
や
公

務
員
に
多
数
合
格
す
る
な
ど
、
よ
く
頑

張
っ
て
い
る
な
と
い
う
印
象
で
す
。

　

た
だ
し
、今
年
度
の
入
学
者
数
は
、27

人
と
な
り
、
町
内
の
中
学
校
か
ら
の
入

学
割
合
も
４
割
ほ
ど
に
減
少
し
、
大
き

な
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
今
ま
で
も
少
人
数
で
あ

る
こ
と
を
む
し
ろ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
声
が
届
く
よ
う

き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
後
も
地
域
の
中
学
校
の
生
徒
や

そ
の
保
護
者
に
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る

た
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
光
が
当
た
る
教
育
を
実
践
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
本
校
の
生
徒
が
地
域
の

取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。小
中
高
の
一
環
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
通
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
地

域
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の

将
来
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
経
験
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

創
立
70
年
周
年

今
後
も
地
域
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る

　

本
校
は
、創
立
70
周
年
を
迎
え
、大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。人
口
減

少
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
数
は
年
々

減
少
し
、
入
学
者
の
見
込
み
も
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
規
模
な
学
校
な
ら
で
は

の
特
徴
を
生
か
し
、小
・
中
学
校
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的

な
学
習
方
法
を
本
校
に
も
取
り
入
れ
る

な
ど
、
地
域
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
く
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、そ
し
て
、地
域
を
支
え
て
い

く
存
在
で
し
た
。そ
の
あ
り
方
は
、今
後

さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

●
大
学
進
学
支
援
●

　

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
大
手
出
版
社
に

よ
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
受
講
を
支

援
。進
学
へ
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
就
職
活
動
支
援
●

　

就
職
を
希
望
す
る
生
徒
の
た
め
の
、
職

場
見
学
の
取
り
組
み
を
支
援
。町
バ
ス
で

の
送
迎
や
資
格
関
係
の
参
考
図
書
な
ど

の
購
入
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
強
歩
遠
足
の
支
援
●

　

同
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
強
歩
遠
足
の

運
営
に
対
し
て
支
援
し
、
同
校
の
魅
力
向

上
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
各
大
会
へ
の
支
援
●

　

新
聞
局
全
道
大
会
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会
、
運
動
部
の
全
道
大
会
な
ど
、
参
加

費
用
な
ど
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

町
か
ら
の
支
援

●
通
学
支
援
●

　

川
湯
地
区
、
屈
斜
路
地
区
か
ら
の
通
学

生
に
つ
い
て
、
通
学
の
費
用
を
全
額
支

援
。町
外
か
ら
の
入
学
者
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ

定
期
券
購
入
、
下
宿
費
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

●
人
材
育
成
支
援
●

　

町
内
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
が
資

格
取
得
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
支

援
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

弟
子
屈
高
校
の
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
弟
子
屈
高
校
、

町
、町
議
会
、町
教
育
委
員
会
、弟
子
屈
・
川
湯
中
学
校
の
校
長
・

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
弟
子
屈
小
学
校
長
・
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
、
摩
周
湖
観
光
協
会
、
自
治
会
連
合
会
な
ど
で

組
織
す
る
「
弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え
る
会
」
で
は
、
弟

子
屈
高
校
の

発
展
と
人
材

育
成
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
、
同
校

の
生
徒
を
募
集
す
る
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
作
り
を
支
援
し
ま
し
た
。
同

会
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
し
、
支
援
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

弟子屈高校の
教育を
支える会

少
子
化
が
続
く
中

魅
力
あ
る
高
校
で
あ
る
た
め
に

　

平
成
30
年
度
の
弟
子
屈
高
校
へ
の
入

学
者
数
は
、
27
人
（
町
内
中
学
校
か
ら
は

26
人
）
と
な
り
、
過
去
最
低
の
数
字
と
な

り
ま
し
た
。町
内
の
中
学
校
か
ら
の
入
学

率
も
、
過
去
最
低
の
41
・
９
％
と
な
り
、

60
％
近
く
の
生
徒
が
弟
子
屈
高
校
以
外

の
進
路
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
町
内
中
学
校
の
弟
子

屈
高
校
へ
の
進
学
率
は
、
60
〜
70
％
ほ
ど

で
推
移
し
て
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
低

い
数
字
は
、
関
係
機
関
に
も
驚
き
を
与
え

ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
ま
し
た
弟
子
屈
高
校
の

取
り
組
み
は
２
間
口
の
公
立
高
校
と
し

て
は
、
道
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
進
学
実
績

を
ほ
こ
り
、
就
職
に
つ
い
て
は
公
務
員

に
多
数
合
格
す
る
な
ど
、
８
年
連
続
で

１
０
０
％
の
内
定
率
と
い
う
す
ば
ら
し

い
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
入
学
者
数
は
、
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
高
校
の
入
学
者
の
減
少
は
、
学

校
の
存
続
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
そ

の
も
の
に
も
、
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

弟
子
屈
に
必
要
な
貴
重
な
人
材
が
、
町

外
に
流
出
し
、
働
き
手
で
あ
る
若
い
世
代

が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。特
に
若

い
世
代
の
減
少
は
、
人
口
減
少
に
拍
車
を

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
弟
子
屈
の
活
気
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
弟
子
屈
高
校
が
魅
力
的
な
高

校
で
在
り
続
け
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

創
立
70
周
年
を
迎
え
、
平
成
31
年
度
か

ら
は
、
25
年
ぶ
り
に
新
し
い
制
服
に
な

り
、
新
し
い
弟
子
屈
高
校
が
始
ま
り
ま

す
。長
い
歴
史
と
、
す
ば
ら
し
い
実
績
を

誇
る
同
校
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
魅
力
あ
る
学
校
で
在
り
続
け
る
た
め

に
、
も
う
一
度
「
弟
子
屈
高
校
」
に
注
目

し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
目
を
向
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

これからの

弟高
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町内中学校の卒業者数と弟子屈高校の入学者数

　町内中学校の卒業生の弟子屈高校への進学率は60～
70％で推移していましたが、平成30年度入学者は、約40％
まで低下しました。
　今後５年間の町内の中学校卒業生の推移を見ても、毎
年50人ほどが見込まれています。その60％が弟子屈高校
へ入学しても、30人ほどとなり、２間口の確保は厳しい
状況です。

平成31年度からは、新しい制服に
（弟高祭の際には選定の参考に総選挙も実施）

今後５年間の町内中学校の卒業者数の推移（見込み）


